
平成２９年２月２日 
 

「探求型の学びへの構想 ～仲間とともに仲間から学ぶグローバル教育・ESD～」実施計画 
平和教育地球キャンーペン(GCPE) 新潟ミーティング 

 
上越教育大学教職大学院 
原研究室M2 小黒 淳一 

 
１ ねらい    世界中の市民が多様性を認め、地球的課題を理解し、共に乗り越えながら平和

に暮らしていく社会の実現を目指し、教育現場での実践発表を通して、参加者一
人ひとりが教育について考えを深める機会とする。 

        （「平和教育地球キャンペーン」についてはhttps://gcpej.jimdo.comを参照） 
 
２ 日 時   平成２９年２月６日（月） 午後６時～午後７時３０分 
 
３ 場 所   上越教育大学 美術棟４１１（４階） 
 
４ 話題提供者 ・淺川 和也（東海学園大学 教育学部教授） 
         「世界とわたしたちをつなぐには」 

 英語の授業で、スキルを学ぶのみならず、内容のあることを教えたいと考
えている。生き方や世界とのかかわりを考えるような教材も多いが、仲間と
ともに仲間から学ぶ参加型学習に注目し、ディビッド・セルビーらによるグ
ローバル教育を英語科でも展開しようと試みてきた。また、地域や地球規模
の課題への主体的な学びを追求するESDの視点からの授業やカリキュラム
づくりも論議したい。（参考『グローバル・クラスルーム』明石書店） 

 
        ・小黒 淳一（上越教育大学 教職大学院M2） 
         「地域学習における国際理解教育の可能性」 

 中学校で、国際理解教育の観点を取り入れた故郷発信プロジェクトを行っ
た。総合学習を中心に社会科や英語科を関連させ教科横断的に学習し、市役
所や地域の方とも連携しながら活動を展開した。生徒は大きな達成感を得る
とともに社会や地域に対する意識が高まった。その実践を紹介したい。 

 
５ 内 容   ・話題提供者からの発表 
        ・話題提供を含めた参加者とのディスカッション 
 
６ 参加者   グローバル教育やESD等に関心のある人（数名） 
 
７ 主 催   関係性の教育学会 
 
８ 共 催   平和教育地球キャンペーン、にいがたNGOネットワーク国際教育研究会 
         
９ 問合せ   小黒 淳一（j275611m@myjuen.jp） 
         ※当日参加可ですが、参加される方は小黒までご連絡いただけると幸いです。 


